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富山県立大学では、人生100年時代を見据え、富山県内の技術者向けに、新
しい知識の習得により、仕事の幅を広げるきっかけづくりとなるよう「先端
技術リカレント教育セミナー」を実施しています。このたび、看護学コース
の受講者を募集しますので、是非ご参加ください。
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9月18日
（水）

多職種連携アプローチを使った困難事例の解決多職種連携アプローチを使った困難事例の解決
看護学コース

（全７回、募集定員20名程度）

募集締切

最新の知識・技術の習得に！

座学とグループワークで実践的手法を学ぶ

新設



メインテーマ 多職種連携アプローチを使った困難事例の解決多職種連携アプローチを使った困難事例の解決
開 講 時 間 18：30～20：00 受講料 10,000円（研究協力会会員は5,000円）

受講者に求め
られるレベル

・医療・保健・福祉に関連した公的資格を持っている方（勤務の有無は問わない）で
　最新の制度や知識を学び直したい方
・多職種連携による事例検討に興味がある方

カリキュラム
の趣旨

＜カリキュラム＞

【先端技術リカレント教育セミナー】

看護学コース

地域や施設で関わる事例は、時代の変化に伴い、複雑な家族歴や病歴を背景に持つ場合が多く
なってきており、1つの専門職だけでは対応が困難になっています。そのため、今後は医療・保
健・福祉の様々な専門職種がその専門性を生かしながら連携して事例にアプローチすることが
より重要となります。この講座では、基盤となる制度や事例検討手法、多職種連携のアプロー
チ方法について学び、またモデル事例や演習事例を用いて、受講者がディスカッションやロー
ルプレイ等を通じ、効果的な課題解決の技術を習得していきます。

（看護学部看護学科）

月　日 テ ー マ 内　　　容 キーワード 担当講師

10月2日
（水）

困難事例の現状と課題解
決に関連する制度

医療・保健・福祉職が対応する
困難事例の現状とそれに関わ
る制度について学びます。

地域・在宅
看護学教員

10月9日
（水）

事例検討の方法と課題解
決に向けたアプローチ

事例検討の具体的方法や理
論について学びます。

地域・在宅
看護学教員

10月17日
（木）

多職種連携の意義とその
方法

多職種連携の必要性及び現
状と課題について学びます。

千葉大学
酒井郁子教授
地域・在宅・老年
看護学教員

10月30日
（水） モデル事例による事例検討

モデル事例を参考に役割分担
や多職種による効果的なアプ
ローチ法について学びます。

地域・在宅
看護学教員

11月6日
（水）

演習１：
演習事例を基にした多職
種によるディスカッション

演習事例を基にグループ演習
を行い、事例の課題解決への
アプローチを試みます。

地域・在宅
看護学教員

11月13日
（水）

演習２：
演習事例を基にした多職
種によるディスカッション

演習事例を基にグループ演習
を行い、事例の課題解決への
アプローチを試みます。

地域・在宅
看護学教員
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困難事例の定義と
現状
フォーマル・インフォ
ーマルな社会資源

事例検討
エコマップとジェ
ノグラム
アセスメントツール

モデル事例
多職種と役割分担　
具体的連携方法
ロールプレイ

グループ演習　
効果的な連携シス
テムの構築

グループ演習　
効果的な連携シス
テムの構築

CIC5階
研修室

CIC5階
研修室

CIC5階
研修室

CIC5階
研修室

CIC5階
研修室

CIC5階
研修室

11月27日
（水）

演習のまとめと
リフレクション

これまでの講義や演習内容の
リフレクションを行い、そこで
の気づきや学びをフィードバッ
クします。また、具体的な現場
での活用について提示します。

地域・在宅
看護学教員7

フィードバック
リフレクション　
活用方法の提示

CIC5階
研修室

場所

多職種連携
現状と課題
包括的視点



講義資料（抜粋）



先端技術リカレント教育セミナー2019　
看護学コース　受講申込書

富山県立大学地域連携センター行
FAX:0766-56-0391

※申込書をご記入のうえ、地域連携センターまでお送りください。（持参、郵送、FAX、必要事項を記入したE-mailでも受け付けます）

※ご記入いただいた個人情報については、休講、変更等の連絡のほか、受講傾向の分析やその他ご案内のみに使用し、それ以外の目的には
　無断で使用いたしません。

申込者氏名

連絡先

所属機関名

所属機関の住所

（ふりがな）

※休講、変更があったときの連絡先と
　して必ずご記入願います。

現所属で担当する、
または過去に経験し
た業務内容を具体的
にご記入ください。

セミナーでどのような
ことを学びたいか
ご記入ください。

セミナーで学ぶことを
どのような業務に役立て
たいかご記入ください。

TEL
E-mail

FAX

〒　　　　-

年齢

所属
部署

申込・お問い合わせ先

受講申込書

＜受講申込について＞

募集期間

受 講 料

そ の 他

令和元年８月13日（火）～９月18日（水）
※定員になり次第締切る場合がありますので、ご注意ください。その場合は地域連携センターホームページでお知らせします。
※原則先着順となりますが、応募多数の場合は１社あたりの受講者数を調整する場合がありますのでご了承ください。
※受講者へは、講義初日の約１週間前までに受講決定通知を郵送します。

10,000円（研究協力会員は　5,000円）
受講料は、納入通知書による納付となります。最寄りの金融機関に納入通知書を持参しお支払いください。ただし、郵便局での
取り扱いはできません。
なお、理由のいかんを問わず、いったん納付された受講料は一切返
還を行いませんのでご了承ください。

・８割以上の講義を終了した場合、修了証を交付します。
・基本的に提示した日程・内容で行いますが、都合により変更の可
能性があります。
・受講生が本学の行う教育及び研究に支障をきたした時、もしくは
学内の秩序を乱した時、その他受講生としてふさわしくない言動
をした場合は、受講を停止することがあります。なお、受講停止
の場合であっても、納付済みの受講料は返還いたしません。

〒939-0398 富山県射水市黒河5180
TEL. 0766-56-0604　FAX. 0766-56-0391

https://www.pu-toyama.ac.jp/
E-mail:shogaigakushu@pu-toyama.ac.jp

公立大学法人 富山県立大学 地域連携センター

至高岡

至高岡

至国道8号線
富山高岡線

●アルプラザ
　小杉
●
小杉中

　アイザック
　小杉文化ホール
●ラポール

小杉駅

中老田高岡線

富山
県立大学

太閤山ランド

コンビニ

コンビニ

串田新・黒河線

あいの風とやま鉄道至金沢

至小矢部

〒

〒

472
●

●

コンビニ●

GS●

「パスコ」　

「富山県立大学前」　
富山戸出小矢部線

北陸自動車道小杉I.C

太閤山ショッピングセンター●

●歌の森運動公園

至富山

至富山

至富山

至富山

元町西部

太閤山

バス停

太閤山ランド前南太閤山

至コストコ

　県環境科学センター
　県衛生研究所
●県薬事総合
　研究開発センター

富山県立大学
地域連携センター


